
(57)【要約】

【課題】

　球振分装置を構成する球搬送部材によって搬送されて

放出される際の状況により、遊技球が特定球通過領域に

誘導される球誘導確率を変化させて、遊技に対する興趣

を高めることである。

【解決手段】

　ベース板２５に、略円板形状の第１及び第２の各回転

体Ｋa,Ｋb を、それぞれ反対方向に回転可能にして配設

すると共に、第２回転体Ｋｂを第１回転体Ｋａに対して

接近・離隔可能にし、各回転体Ｋa,Ｋb のリング状部分

３１a,３１b に複数個の球収容突起体Ｔａ～Ｔｊを取付

けて各球収容領域Ｒab～Ｒfa，Ｒgh～Ｒjgを設け、第１

回転体Ｋａの回転周期と第２回転体Ｋｂの往復スライド

周期とを同期させることによって、前記いずれかの球収

容領域Ｒab～Ｒfa，Ｒgh～Ｒjgに搬送されて放出される

遊技球Ｂが、特定入賞口１１に誘導される球誘導確率を

変化させる。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
球 入 口 と 、 該 球 入 口 か ら 入 っ た 遊 技 球 が 通 過 す る と 特 定 遊 技 と な る 特 典 が 遊 技 者 に 与 え ら
れ る 特 定 球 通 過 領 域 と 、 前 記 球 入 口 か ら 入 っ た 遊 技 球 が 通 過 し て も 特 定 遊 技 と な る 特 典 が
与 え ら れ な い 一 般 球 通 過 領 域 と 、 前 記 球 入 口 か ら 入 っ た 遊 技 球 を 特 定 球 通 過 領 域 又 は 一 般
球 通 過 領 域 の い ず れ か に 誘 導 し て 振 り 分 け る 球 振 分 装 置 と を 有 す る 入 賞 装 置 を 備 え た 遊 技
機 で あ っ て 、
　 前 記 球 振 分 装 置 は 、 球 放 出 部 に お け る 横 方 向 の 相 対 距 離 が 変 化 す る よ う に 構 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 入 賞 装 置 の 球 入 口 か ら 入 っ た 遊 技 球 を 、 特 定 球 通 過 領 域 又 は 一 般 球 通 過 領 域
の い ず れ か に 誘 導 し て 振 り 分 け る 球 振 分 装 置 を 備 え た 遊 技 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 明 細 書 で は 、 遊 技 機 の 一 例 で あ る パ チ ン コ 機 に つ い て 説 明 す る 。 第 ２ 種 パ チ ン コ 機 に
お け る 遊 技 盤 面 の ほ ぼ 中 央 部 に は 、 セ ン タ ー 役 物 装 置 が 配 設 さ れ て い る 。 遊 技 者 に よ り 遊
技 領 域 に 打 た れ 、 球 入 口 か ら セ ン タ ー 役 物 装 置 内 に 進 入 し た 球 （ 遊 技 球 ） は 、 セ ン タ ー 役
物 装 置 内 に 配 設 さ れ た 球 振 分 装 置 に よ っ て 振 り 分 け ら れ 、 一 定 の 確 率 で も っ て 特 定 入 賞 口
に 誘 導 さ れ る 。 前 記 球 振 分 装 置 に は 、 各 種 の 技 術 が 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
， ２ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 球 振 分 装 置 の 場 合 、 セ ン タ ー 役 物 装 置 内 に 進 入 し た 遊 技 球 を 、 球 振 分 装 置 の 下 流
側 に 設 け ら れ た 特 定 入 賞 口 に 搬 送 さ せ る と い う 機 能 を 有 し て い る 。 換 言 す れ ば 、 セ ン タ ー
役 物 装 置 内 に 進 入 し た 遊 技 球 は 、 球 振 分 装 置 に よ る 搬 送 方 向 に よ っ て の み 特 定 入 賞 口 に 入
賞 す る か 否 か が 決 ま っ て し ま い 、 球 振 分 装 置 か ら 放 出 さ れ た 後 の 経 路 に は 関 係 な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ６ ０ ２ ０ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ６ ２ － １ ９ ７ ３ ８ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 球 振 分 装 置 に 球 搬 送 機 能 だ け で な く 球 誘 導 機 能 を も 併 せ 持 た せ る こ と に よ り
、 球 搬 送 部 材 か ら 放 出 さ れ た 遊 技 球 が 特 定 球 通 過 領 域 に 誘 導 さ れ る 球 誘 導 確 率 を 変 化 さ せ
て 、 遊 技 の 興 趣 を 高 め る こ と を 課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 １ 解 決 手 段 は 、 球 入 口 と 、 該 球 入 口 か ら 入 っ た 遊 技 球 が 通
過 す る と 特 定 遊 技 と な る 特 典 が 遊 技 者 に 与 え ら れ る 特 定 球 通 過 領 域 と 、 前 記 球 入 口 か ら 入
っ た 遊 技 球 が 通 過 し て も 特 定 遊 技 と な る 特 典 が 与 え ら れ な い 一 般 球 通 過 領 域 と 、 前 記 球 入
口 か ら 入 っ た 遊 技 球 を 特 定 球 通 過 領 域 又 は 一 般 球 通 過 領 域 の い ず れ か に 誘 導 し て 振 り 分 け
る 球 振 分 装 置 と を 有 す る 入 賞 装 置 を 備 え た 遊 技 機 で あ っ て 、 前 記 球 振 分 装 置 は 、 球 放 出 部
に お け る 横 方 向 の 相 対 距 離 が 変 化 す る 一 対 の 球 搬 送 部 材 で 構 成 さ れ 、 前 記 一 対 の 球 搬 送 部
材 ど う し の 相 対 距 離 が 短 い 状 態 で 、 各 球 搬 送 部 材 か ら 遊 技 球 が 放 出 さ れ る 際 に は 、 双 方 の
球 搬 送 部 材 間 に 形 成 さ れ る 球 通 路 が 狭 く な る こ と に よ っ て 、 放 出 さ れ た 遊 技 球 が 特 定 球 通
過 領 域 に 誘 導 さ れ る 球 誘 導 確 率 が 高 め ら れ 、 前 記 一 対 の 球 搬 送 部 材 ど う し の 相 対 距 離 が 長
い 状 態 で 、 各 球 搬 送 部 材 か ら 遊 技 球 が 放 出 さ れ る 際 に は 、 双 方 の 球 搬 送 部 材 間 に 形 成 さ れ
る 球 通 路 が 広 く な る こ と に よ っ て 、 放 出 さ れ た 遊 技 球 が 特 定 球 通 過 領 域 に 誘 導 さ れ る 球 誘
導 確 率 が 低 く な る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 第 １ 解 決 手 段 に よ れ ば 、 入 賞 装 置 に 入 っ た 遊 技 球 は 、 球 振 分 装 置 を 構 成 す る い ず れ か の
球 搬 送 部 材 に よ っ て 搬 送 さ れ て 放 出 さ れ 、 下 流 側 に 設 け ら れ て い る 特 定 球 通 過 領 域 又 は 一
般 球 通 過 領 域 に 向 か う 。 各 球 搬 送 部 材 ど う し の 相 対 距 離 が 短 い 場 合 、 球 搬 送 部 材 ど う し の
間 に 形 成 さ れ る 球 通 路 が 狭 く な り 、 一 方 の 球 搬 送 部 材 か ら 放 出 さ れ た 遊 技 球 は 、 他 方 の 球
搬 送 部 材 に よ り 放 出 経 路 を 変 更 さ せ ら れ て 、 特 定 球 通 過 領 域 に 誘 導 さ れ る 確 率 が 高 く な る
。 ま た 、 各 球 搬 送 部 材 ど う し の 相 対 距 離 が 長 い 場 合 、 前 記 球 通 路 が 広 く な る 、 い ず れ か の
球 搬 送 部 材 か ら 放 出 さ れ た 遊 技 球 が 、 特 定 球 通 過 領 域 に 誘 導 さ れ る 確 率 は 低 い 。 即 ち 、 各
球 搬 送 部 材 が 、 遊 技 球 を 搬 送 す る 機 能 （ 球 搬 送 機 能 ） と 球 を 特 定 球 通 過 領 域 に 誘 導 す る 機
能 （ 球 誘 導 機 能 ） と を 有 し て い て 、 一 対 の 球 搬 送 部 材 が 協 働 す る こ と に よ り 遊 技 球 の 経 路
が 変 更 さ せ ら れ て 、 特 定 球 通 過 領 域 に 誘 導 さ れ る 確 率 （ 球 誘 導 確 率 ） が 変 化 す る 形 態 で あ
る 。 換 言 す れ ば 、 各 球 搬 送 部 材 か ら 放 出 さ れ た 遊 技 球 が 特 定 球 通 過 領 域 に 誘 導 さ れ る 確 率
を 、 各 球 搬 送 部 材 ど う し の 相 対 距 離 に 応 じ て 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 遊 技 球
が 入 賞 装 置 に 入 る こ と に よ っ て 遊 技 者 に 生 じ た 期 待 感 は 、 該 遊 技 球 が 一 対 の 球 搬 送 部 材 に
よ っ て ど の よ う に 搬 送 さ れ る の か だ け で な く 、 ど の よ う に 誘 導 さ れ る の か に よ っ て も 変 化
し 、 遊 技 の 興 趣 が 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 第 ２ 解 決 手 段 は 、 第 １ 解 決 手 段 に お い て 、 前 記 一 対 の 球 搬 送 部 材 は 回 転 体 で 構 成
さ れ て 、 少 な く と も 一 方 は ス ラ イ ド す る 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。 第 ２ 解 決 手 段
に よ れ ば 、 一 対 の 球 搬 送 部 材 が 、 回 転 運 動 と ス ラ イ ド 運 動 の 異 な る 種 類 の 運 動 を 行 う よ う
に 組 み 合 せ ら れ て い る た め 、 遊 技 球 の 搬 送 経 路 及 び 落 下 経 路 に 変 化 を 生 じ さ せ る こ と が で
き 、 遊 技 の 興 趣 が 更 に 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 第 ３ 解 決 手 段 は 、 第 ２ の 解 決 手 段 に お い て 、 一 方 の 回 転 体 の み が ス ラ イ ド し て 、
一 方 の 回 転 体 の ス ラ イ ド と 、 他 方 の 回 転 体 の 回 転 と が 同 期 し て い る こ と を 特 徴 と し て い る
。 第 ３ 解 決 手 段 に よ れ ば 、 ス ラ イ ド し な い 回 転 体 に 対 し て 遊 技 球 が 収 容 さ れ た 周 方 向 に よ
っ て 、 特 定 球 通 過 領 域 に 対 す る 球 誘 導 確 率 が 変 化 す る の で 、 遊 技 者 は 、 ス ラ イ ド し な い 回
転 体 に 対 し て 遊 技 球 が 収 容 さ れ た 位 置 に よ っ て 、 予 め 、 球 誘 導 確 率 が わ か る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 第 ４ 解 決 手 段 は 、 第 １ な い し ３ の い ず れ か の 解 決 手 段 に お い て 、 前 記 一 対 の 球 搬
送 部 材 は 、 各 球 載 置 面 に 遊 技 球 を 載 置 し て 搬 送 す る も の で あ り 、 球 放 出 部 の 床 面 に 対 す る
球 載 置 面 の 高 さ が 異 な っ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。 第 ４ 解 決 手 段 に よ れ ば 、 各 球 搬 送
部 材 か ら 同 時 に 球 が 放 出 さ れ た 場 合 で あ っ て も 、 各 球 搬 送 部 材 の 球 放 出 部 の 高 さ が 異 な っ
て い て 各 球 が 落 下 す る タ イ ミ ン グ が ず れ る た め 、 球 噛 み を 生 ず る お そ れ が 少 な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 一 対 の 球 搬 送 部 材 が 、 球 搬 送 機 能 と 球 誘 導 機 能 の 両 方 を 併 せ 持 っ て い
て 、 前 記 一 対 の 球 搬 送 部 材 を 相 対 的 に 接 近 ・ 離 隔 さ せ る こ と に よ り 、 遊 技 球 が 特 定 球 通 過
領 域 に 誘 導 さ れ る 球 誘 導 確 率 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 入 賞 装 置 に 入 っ た 遊
技 球 が 搬 送 さ れ る と き と 、 該 遊 技 球 が 誘 導 さ れ る と き の 両 方 の 場 合 に お い て 遊 技 者 に 異 な
る 期 待 感 を 持 た せ る こ と が で き 、 遊 技 の 興 趣 が 高 め ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 挙 げ て 、 本 発 明 を 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。 図
１ は 本 発 明 に 係 る セ ン タ ー 入 賞 装 置 Ｆ を 備 え た 第 ２ 種 パ チ ン コ 機 の 遊 技 盤 １ の 部 分 の 正 面
図 、 図 ２ は 図 １ の Ｘ － Ｘ 線 断 面 図 、 図 ３ は 球 振 分 装 置 Ａ の 斜 視 図 、 図 ４ は 同 じ く 平 面 図 、
図 ５ は 図 ４ の Ｙ － Ｙ 線 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 最 初 に 、 本 実 施 例 の パ チ ン コ 機 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 パ チ ン コ 機
の 遊 技 盤 １ の 前 面 に 形 成 さ れ た 遊 技 領 域 ２ の 中 央 部 に は 、 セ ン タ ー 入 賞 装 置 Ｆ が 、 遊 技 盤
１ よ り も 奥 側 に 入 り 込 ん だ 状 態 で 配 置 さ れ 、 装 置 枠 体 ３ の 内 部 に 、 本 発 明 に 係 る 球 振 分 装
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置 Ａ が 配 置 さ れ て い る 。 セ ン タ ー 入 賞 装 置 Ｆ の 周 囲 を 取 り 囲 む 装 置 枠 体 ３ の 上 部 に は 、 遊
技 領 域 ２ の 左 右 対 称 線 に 対 し て 対 称 位 置 に 、 球 振 分 装 置 Ａ 内 に 遊 技 球 Ｂ を 入 れ る （ 取 り 込
む ） た め の 左 右 の 一 対 の 羽 根 部 材 ４ が 回 動 可 能 に 設 け ら れ 、 図 ２ で 示 さ れ る よ う に 、 各 羽
根 部 材 ４ が 開 い た 状 態 で 球 入 口 ５ が 形 成 さ れ る と 共 に 、 各 羽 根 部 材 ４ が 閉 じ ら れ る こ と に
よ り 、 前 記 球 入 口 ５ が 閉 じ ら れ る 構 成 と な っ て い る 。 遊 技 領 域 ２ の 下 部 に は 、 該 遊 技 領 域
２ の 左 右 対 称 線 上 、 及 び 該 左 右 対 称 線 に 対 し て 対 称 位 置 に 計 ３ 個 の 始 動 入 賞 口 ６ と ２ 個 の
一 般 入 賞 口 ７ が 配 置 さ れ て い る 。 中 央 の 連 続 し た ３ 個 の 始 動 入 賞 口 ６ の う ち 、 中 央 の 始 動
入 賞 口 ６ に 遊 技 球 Ｂ が 入 賞 す る と 、 前 記 一 対 の 羽 根 部 材 ４ が 開 閉 動 作 を 例 え ば ２ 回 行 う よ
う に な っ て い る と 共 に 、 両 端 の 始 動 入 賞 口 ６ に 遊 技 球 Ｂ が 入 賞 す る と 、 前 記 一 対 の 羽 根 部
材 ４ が 開 閉 動 作 を 例 え ば １ 回 行 う よ う に な っ て い る 。 ま た 、 前 記 装 置 枠 体 ３ の 高 さ 方 向 の
中 央 部 の 両 側 に は 、 一 対 の 一 般 入 賞 口 ８ が 配 置 さ れ て い る 。 一 対 の 一 般 入 賞 口 ８ の 直 下 位
置 、 及 び 一 対 の 羽 根 部 材 ４ の 斜 上 方 に は 、 そ れ ぞ れ 風 車 ９ が 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 遊 技
盤 １ に お け る 球 振 分 装 置 Ａ の 直 下 に は 、 入 賞 に よ り 遊 技 者 に 特 典 を 与 え る 特 定 入 賞 口 １ １
と 、 該 特 定 入 賞 口 １ １ の 両 側 に 配 置 さ れ た 一 般 入 賞 口 １ ２ と が 設 け ら れ て い る 。 セ ン タ ー
入 賞 装 置 Ｆ は 、 球 入 口 ５ 、 球 振 分 装 置 Ａ 、 特 定 入 賞 口 １ １ 等 に よ り 構 成 さ れ る 。 な お 、 図
１ に お い て 、 １ ３ は 、 遊 技 領 域 ２ に 放 た れ た 遊 技 球 Ｂ の う ち 、 い ず れ の 球 入 口 ５ 及 び 各 入
賞 口 ６ ～ ８ に 入 ら な か っ た ア ウ ト 球 を 回 収 す る ア ウ ト 口 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 装 置 枠 体 ３ の 内 部 に は 、 仕 切 板 部 １ ４ を 介 し て 下 室 １ ５ と 、 該 下 室 １ ５ よ り
も 小 さ な 上 室 １ ６ と に 上 下 方 向 に 区 分 さ れ て 、 遊 技 盤 １ に お け る 上 室 １ ６ の 外 側 に 、 前 記
一 対 の 球 入 口 ５ が 奥 側 に 向 け て 形 成 さ れ て い る 。 各 球 入 口 ５ に 流 入 し た 遊 技 球 Ｂ は 、 球 通
路 （ 図 示 せ ず ） を 通 っ て 、 左 右 両 側 の い ず れ か の 球 出 口 １ ７ か ら 流 出 さ れ て 、 上 室 １ ６ に
収 容 さ れ る 構 成 と な っ て い る 。 装 置 枠 体 ３ の 仕 切 板 部 １ ４ は 、 左 右 方 向 （ 横 方 向 ） 及 び 前
後 方 向 （ 奥 行 方 向 ） の 双 方 に お い て 中 央 部 が 最 も 低 く な る よ う に 形 成 さ れ 、 仕 切 板 部 １ ４
の 中 央 部 の 最 も 低 い 部 分 に は 、 球 落 下 口 １ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 球 落 下 口 １ ８ の 形 成 位 置
は 、 特 定 入 賞 口 １ １ の ほ ぼ 直 上 で あ る 。 な お 、 図 ２ に お い て 、 １ ９ は パ チ ン コ 機 の 前 面 の
ガ ラ ス 扉 の ガ ラ ス 板 で あ り 、 ２ １ は 前 記 上 室 １ ６ の 前 面 を 覆 っ て い る 装 飾 板 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 球 落 下 口 １ ８ に 流 入 し た 遊 技 球 Ｂ は 、 球 誘 導 管 Ｕ を 通 っ て 、 下 室 １ ５ に 配 設 さ れ た
球 振 分 装 置 Ａ に 誘 導 さ れ る 。 球 誘 導 管 Ｕ は 、 仕 切 板 部 １ ４ の 直 下 に 略 水 平 と な っ て 配 置 さ
れ た 第 １ 球 誘 導 管 部 ２ ２ と 、 該 第 １ 球 誘 導 管 部 ２ ２ の 右 端 側 に 連 結 さ れ て 、 当 該 部 分 ま で
誘 導 さ れ た 遊 技 球 Ｂ を 更 に 下 方 に 誘 導 す る 第 ２ 球 誘 導 管 部 ２ ３ と 、 前 記 第 １ 球 誘 導 管 部 ２
２ の 左 端 側 に 連 結 さ れ て 、 当 該 部 分 ま で 誘 導 さ れ た 遊 技 球 Ｂ を 更 に 下 方 に 誘 導 す る 第 ３ 球
誘 導 管 部 ２ ４ と で 構 成 さ れ る 。 球 入 口 ５ か ら 直 下 の 第 １ 球 誘 導 管 部 ２ ２ の 長 手 方 向 の 中 央
部 に 落 下 し た 遊 技 球 Ｂ は 、 左 右 の い ず れ か の 方 向 に 転 動 す る こ と に よ り 、 第 ２ 又 は 第 ３ の
い ず れ か の 球 誘 導 管 部 ２ ３ ， ２ ４ の 上 端 部 分 に 達 し た 後 に 、 当 該 部 分 に お い て 誘 導 方 向 を
下 方 に 変 更 さ れ て 、 更 に 誘 導 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 球 振 分 装 置 Ａ に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 装 置 枠 体 ３ の 下
室 １ ５ に は 、 球 振 分 装 置 Ａ が 配 設 さ れ て い る 。 本 実 施 例 の 球 振 分 装 置 Ａ は 、 手 前 側 （ 遊 技
者 側 ） に 少 し 下 傾 さ せ て 取 付 け ら れ た 略 方 形 板 状 の ベ ー ス 板 ２ ５ の 上 面 に 一 対 の 球 搬 送 部
材 （ 第 １ 及 び 第 ２ の 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b ） が 配 設 さ れ て い る 。 前 記 ベ ー ス 板 ２ ５ の 奥 部 に は
、 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b に 収 容 さ れ て 搬 送 さ れ る 遊 技 球 Ｂ を ガ イ ド す る た め の ガ イ ド 壁 ２ ６ が
、 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b の 外 周 縁 に ほ ぼ 沿 っ て 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ベ ー ス 板 ２ ５ の 手 前 部
で 、 特 定 入 賞 口 １ １ の 直 上 の 部 分 に は 、 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b か ら 放 出 さ れ た 遊 技 球 Ｂ を 前 記
特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 す る た め の 一 対 の ガ イ ド 板 ２ ７ が 立 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ を 構 成 す る 部 材 に は 符 号
に 添 字 「 ａ 」 を 付 す と 共 に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ を 構 成 す る 部 材 に は 符 号 に 添 字 「 ｂ 」 を 付 し
、 共 通 の 機 能 を 有 す る 部 材 に つ い て は 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に お い て の み 説 明 し て 、 第 ２ 回 転
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体 Ｋ ｂ で の 説 明 を 省 略 す る 。 図 ３ な い し 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ は 、 断 面
視 に お い て 略 円 錐 台 形 状 の 下 側 円 板 体 ２ ８ ａ の 上 面 に 、 前 記 下 側 円 板 体 ２ ８ ａ よ り も 小 径
の 上 側 円 板 体 ２ ９ ａ が 、 軸 心 Ｃ ａ を 同 一 に し て 取 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 下 側 円 板 体 ２
８ ａ の 上 面 部 で 、 上 側 円 板 体 ２ ９ ａ の 取 付 部 分 を 除 い た リ ン グ 状 部 分 ３ １ ａ （ 球 載 置 面 ）
に は 、 周 方 向 に 所 定 の 間 隔 を お い て ６ 個 の 球 収 容 突 起 体 Ｔ ａ ～ Ｔ ｆ が 、 時 計 回 り の 方 向 に
放 射 状 に 取 付 け ら れ て い る 。 各 球 収 容 突 起 体 Ｔ ａ ～ Ｔ ｆ の 長 さ は 、 前 記 リ ン グ 状 部 分 ３ １
ａ に お け る 半 径 方 向 の 長 さ と ほ ぼ 同 一 で あ り 、 そ の 高 さ は 、 遊 技 球 Ｂ の 外 径 よ り も 少 し 低
い 。 こ れ に よ り 、 前 記 上 側 円 板 体 ２ ９ ａ の リ ン グ 状 部 分 ３ １ ａ に は 、 各 球 収 容 突 起 体 Ｔ ａ
～ Ｔ ｆ ど う し の 間 に 、 遊 技 球 Ｂ を 載 置 し て 収 容 さ せ る た め の ６ 個 の 球 収 容 領 域 Ｒ ab～ Ｒ fa
が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 ３ に お い て 、 ３ ２ ａ は 、 上 側 円 板 体 ２ ９ ａ の 上 部 に 取 付 け ら
れ た 装 飾 用 の 半 球 体 で あ り 、 Ｌ は 、 水 平 線 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 ガ イ ド 壁 ２ ６ の 右 端 の 上 方 に は 、 球 入 口 ５ に 流 入 し た 遊 技 球 Ｂ を 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の
い ず れ か の 球 収 容 領 域 Ｒ ab～ Ｒ faに 落 下 さ せ る た め の 球 流 下 樋 ３ ３ ａ が 、 第 ２ 球 誘 導 管 部
２ ３ の 下 端 部 と 接 続 し て 設 け ら れ て い る 。 前 記 球 流 下 樋 ３ ３ ａ の 下 流 側 の 端 部 は 、 第 １ 回
転 体 Ｋ ａ に お け る リ ン グ 状 部 分 ３ １ ａ の 直 上 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ 球 誘 導 管 部 ２ ３ に 誘
導 さ れ た 遊 技 球 Ｂ は 、 球 流 下 樋 ３ ３ ａ に 落 下 し 、 そ の ま ま 転 動 し て 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の い ず
れ か の 球 収 容 領 域 Ｒ ab～ Ｒ faに 落 下 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ を 構 成 す る 下 側 円 板 体 ２ ８ ａ の 軸 心 Ｃ ａ の 部 分
に は 、 支 点 軸 ３ ４ ａ が 垂 下 さ れ て い て 、 該 支 点 軸 ３ ４ ａ は 、 ベ ー ス 板 ２ ５ に 装 着 さ れ た 軸
受 ３ ５ ａ に 支 承 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ は 、 軸 心 Ｃ ａ を 中 心 に 回 転 自 在
で あ る 。 ま た 、 前 記 支 点 軸 ３ ４ ａ の 下 端 部 に は 、 歯 車 ３ ６ ａ が 装 着 さ れ て い て 、 前 記 歯 車
３ ６ ａ は 、 ベ ー ス 板 ２ ５ の 底 面 部 に 取 付 け ら れ た 制 御 モ ー タ ３ ７ ａ の モ ー タ 軸 に 装 着 さ れ
た モ ー タ 歯 車 ３ ８ ａ と 噛 合 さ れ て い る 。 制 御 モ ー タ ３ ７ ａ を 作 動 さ せ る こ と に よ り 、 第 １
回 転 体 Ｋ ａ を 反 時 計 回 り の 方 向 に 一 定 速 度 で 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 球 収 容 領 域 Ｒ ab～ Ｒ faに つ い て 説 明 す る 。 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 ６
個 の 球 収 容 突 起 体 Ｔ ａ ～ Ｔ ｆ の う ち 、 ３ 個 の 球 収 容 突 起 体 Ｔ a,Ｔ c,Ｔ e は 、 第 １ 回 転 体 Ｋ
ａ の リ ン グ 状 部 分 ３ １ ａ の 上 面 に 、 周 方 向 に 同 一 の 角 度 を お い て 配 置 さ れ て い る 。 こ の た
め 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に お い て 、 各 球 収 容 突 起 体 Ｔ a,Ｔ c,Ｔ e ど う し が 成 す 角 度 α は １ ２ ０
° で あ る 。 そ し て 、 残 り の ３ 個 の 球 収 容 突 起 体 Ｔ b,Ｔ d,Ｔ f は 、 前 記 ３ 個 の 球 収 容 突 起 体
Ｔ a,Ｔ c,Ｔ e か ら 、 時 計 回 り の 方 向 に 所 定 の 角 度 β だ け 離 れ た 位 置 に 取 付 け ら れ て い る 。
こ の 結 果 、 各 球 収 容 領 域 Ｒ ab， Ｒ cd， Ｒ efの 大 き さ は 同 一 で あ り 、 ま た 、 各 球 収 容 領 域 Ｒ
bc， Ｒ de， Ｒ faの 大 き さ は 同 一 で あ る 。 本 実 施 例 の 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 場 合 、 球 収 容 領 域 Ｒ
abの 形 成 角 度 β は 、 球 収 容 領 域 Ｒ bcの 形 成 角 度 （ α － β ） よ り も 小 さ い 。 即 ち 、 球 収 容 領
域 Ｒ abは 、 隣 接 す る 球 収 容 領 域 Ｒ bcよ り も 狭 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ に つ い て 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ と 異 な る 部 分 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３
及 び 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 上 下 の 各 円 板 体 ２ ８ b,２ ９ b の 外 径 は 、 第
１ 回 転 体 Ｋ ａ の 各 円 板 体 ２ ８ a,２ ９ a よ り も 少 し 小 さ い 。 そ し て 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ と 同 様
に し て 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の リ ン グ 状 部 分 ３ １ ｂ に は 、 ４ 個 の 球 収 容 突 起 体 Ｔ ｇ ～ Ｔ ｊ が 周
方 向 に 同 一 の 角 度 γ （ ９ ０ ° ） を お い て 、 半 径 方 向 に 沿 っ て 取 付 け ら れ て い る 。 こ れ に よ
り 、 隣 接 す る ２ 個 の 球 収 容 突 起 体 Ｔ ｇ ～ Ｔ ｊ に よ っ て 形 成 さ れ る 各 球 収 容 領 域 Ｒ gh～ Ｒ jg
の 大 き さ は 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 下 側 円 板 体 ２ ８ ｂ に お け る ベ ー ス 板 ２ ５ の 上
面 か ら の 高 さ Ｈ ｂ は 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 下 側 円 板 体 ２ ８ ａ に お け る ベ ー ス 板 ２ ５ の 上 面 か
ら の 高 さ Ｈ ａ よ り も 少 し 高 い 。 ま た 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 上 側 円 板 体 ２ ９ ｂ に お け る リ ン グ
状 部 分 ３ １ ｂ の 傾 斜 角 度 θ ｂ は 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 上 側 円 板 体 ２ ９ ａ に お け る リ ン グ 状 部
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分 ３ １ ａ の 傾 斜 角 度 θ ａ よ り も 少 し 小 さ い 。 後 述 す る よ う に 、 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b に お け る
球 収 容 領 域 Ｒ ab～ Ｒ fa又 は Ｒ gh～ Ｒ jgに 収 容 さ れ た 遊 技 球 Ｂ は 、 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b が 球 放
出 位 置 Ｐ a'， Ｐ b'に 配 置 さ れ た と き に 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b か ら 放 出 さ れ る の で あ る が 、 上 記
し た 各 下 側 円 板 体 ２ ８ a,２ ８ b の 高 さ Ｈ a,Ｈ b と 傾 斜 角 度 θ a,θ b の 違 い に よ り 、 各 回 転
体 Ｋ a,Ｋ b か ら 遊 技 球 Ｂ が 同 時 に 放 出 さ れ た 場 合 で あ っ て も 、 遊 技 球 Ｂ が 落 下 す る タ イ ミ
ン グ は 異 な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ な い し 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 例 の 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ は 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ と 同
様 に 、 制 御 モ ー タ ３ ７ ｂ に よ り 、 時 計 回 り の 方 向 に 一 定 速 度 で 回 転 さ れ る だ け で な く 、 横
方 向 （ 遊 技 盤 １ の 左 右 方 向 ） に 沿 っ て 往 復 ス ラ イ ド さ れ る 。 即 ち 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 下 側
円 板 体 ２ ８ ｂ か ら 垂 下 さ れ た 支 点 軸 ３ ４ ｂ は 、 ベ ー ス 板 ２ ５ を 貫 通 し て 、 該 ベ ー ス 板 ２ ５
の 裏 面 部 に 配 置 さ れ た 支 持 板 ３ ９ に 装 着 さ れ た 軸 受 ３ ５ ｂ に 支 承 さ れ て い る 。 第 ２ 回 転 体
Ｋ ｂ を 駆 動 回 転 さ せ る た め の 制 御 モ ー タ ３ ７ ｂ は 、 前 記 支 持 板 ３ ９ に 取 付 け ら れ て い る 。
制 御 モ ー タ ３ ７ ｂ を 作 動 さ せ る こ と に よ り 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ は 、 時 計 回 り の 方 向 に 一 定 速
度 で 回 転 さ れ る 。 そ し て 、 前 記 支 持 板 ３ ９ の 側 方 の 部 分 に は 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ を ク ラ ン ク
機 構 に よ っ て 往 復 ス ラ イ ド さ せ る た め の 制 御 モ ー タ ４ １ が 配 設 さ れ て い て 、 そ の モ ー タ 軸
に ク ラ ン ク ア ー ム ４ ２ が 装 着 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 支 持 板 ３ ９ の 端 部 に は 、 連 結 ブ ラ ケ
ッ ト ４ ３ が 取 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 前 記 ク ラ ン ク ア ー ム ４ ２ と 前 記 連 結 ブ ラ ケ ッ ト ４
３ に 対 し て 、 回 動 可 能 に し て ク ラ ン ク ロ ッ ド ４ ４ が 取 付 け ら れ て い る 。 前 記 制 御 モ ー タ ４
１ を 作 動 さ せ る こ と に よ り 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が 横 方 向 に 往 復 ス ラ イ ド さ れ る 。 こ の と き 、
第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ を 構 成 す る 下 側 円 板 体 ２ ８ ｂ と 支 持 板 ３ ９ は 、 ベ ー ス 板 ２ ５ に よ り 高 さ 方
向 に 拘 束 さ れ て い る た め 、 ス ラ イ ド さ れ る 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が 浮 き 上 が る お そ れ は な い 。 な
お 、 図 ５ に お い て 、 ４ ５ は 、 ベ ー ス 板 ２ ５ に 設 け ら れ た 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 支 点 軸 ３ ４ ｂ の
逃 し 溝 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 支 持 板 ３ ９ に お け る 端 部 は 、 ほ ぼ 直 角 に し て 上 方 に 屈 曲 さ れ て い て 、 当 該 屈 曲 部 に
、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ に 落 下 し た 遊 技 球 Ｂ を 保 持 す る た め の 落 下 防 止 板 部 ４ ６ が 形 成 さ れ て い
る と 共 に 、 該 落 下 防 止 板 部 ４ ６ に 、 球 流 下 樋 ３ ３ ｂ が 取 付 け ら れ て い る 。 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ
が 往 復 ス ラ イ ド さ れ る と き 、 球 流 下 樋 ３ ３ ｂ も 一 体 に 往 復 ス ラ イ ド さ れ る 。 第 ２ 回 転 体 Ｋ
ｂ が 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 最 も 接 近 し た 場 合 で あ っ て も 、 前 記 球 流 下 樋 ３ ３ ｂ の 上 流 側 の 端
部 が 、 第 ３ 球 誘 導 管 部 ２ ４ の 直 下 に 配 置 さ れ る た め 、 遊 技 球 Ｂ は 、 常 に 球 流 下 樋 ３ ３ ｂ に
流 入 さ れ る 。 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 最 も 接 近 し た 状 態 の 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ を 、 図 ３ に お い て 二 点
鎖 線 で 示 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 球 振 分 装 置 Ａ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ
が 回 転 し 、 球 収 容 突 起 体 Ｔ ａ が 球 流 下 樋 ３ ３ ａ の ほ ぼ 直 下 に 配 置 さ れ た と き に 遊 技 球 Ｂ が
球 流 下 樋 ３ ３ ａ か ら 落 下 さ れ る と 、 該 遊 技 球 Ｂ は 球 収 容 領 域 Ｒ abに 収 容 さ れ 、 第 １ 回 転 体
Ｋ ａ の 回 転 に よ り 下 流 側 に 搬 送 さ れ る 。 搬 送 中 の 遊 技 球 Ｂ は 、 各 球 収 容 突 起 体 Ｔ a,Ｔ b 及
び ベ ー ス 板 ２ ５ の ガ イ ド 壁 ２ ６ に よ っ て 保 持 さ れ 、 前 記 球 収 容 領 域 Ｒ abか ら 抜 け 落 ち る こ
と は な い 。 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ が 球 放 出 角 度 δ ａ だ け 回 転 し 、 球 放 出 位 置 Ｐ a'に 配 置 さ れ る と
、 球 収 容 領 域 Ｒ abに お け る ガ イ ド 壁 ２ ６ の 保 持 状 態 が 消 滅 し 、 球 収 容 領 域 Ｒ abが 開 放 さ れ
る 。 球 収 容 領 域 Ｒ abに 収 容 さ れ て い た 遊 技 球 Ｂ は 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の リ ン グ 状 部 分 ３ １ ａ
に 設 け ら れ た 所 定 の 傾 斜 角 度 θ ａ の 作 用 に よ り 、 転 動 し な が ら ベ ー ス 板 ２ ５ の 上 面 （ 床 面
） に 落 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の と き 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ よ り も 離 隔 し た 位 置 に 配 置 さ れ て い る 場
合 （ 球 通 路 が 広 い 場 合 ） 、 ベ ー ス 板 ２ ５ に 落 下 し た 遊 技 球 Ｂ は 、 そ の ま ま 転 動 し 、 一 般 入
賞 口 １ ２ に 進 入 す る （ 図 ７ 参 照 ） 。 し か し 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が 第
１ 回 転 体 Ｋ ａ に 最 も 接 近 し た 位 置 に 配 置 さ れ て い る 場 合 （ 球 通 路 が 狭 い 場 合 ） 、 ベ ー ス 板
２ ５ に 落 下 し た 遊 技 球 Ｂ は 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 下 側 円 板 体 ２ ８ ｂ に 当 た っ て 落 下 経 路 を 変
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更 し 、 特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 さ れ 易 く な る 。 即 ち 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ か ら
離 隔 し た 状 態 で 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 球 収 容 領 域 Ｒ ab～ Ｒ faか ら 放 出 さ れ た 遊 技 球 Ｂ が 、 特
定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 さ れ る 球 誘 導 確 率 は 低 く 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 接 近 し
た 状 態 で 放 出 さ れ た 遊 技 球 Ｂ が 、 特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 さ れ る 球 誘 導 確 率 は 高 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 最 も 接 近 し た 状 態 で
、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 各 球 収 容 領 域 Ｒ gh～ Ｒ jgに 収 容 さ れ た 遊 技 球 Ｂ が 、 ベ ー ス 板 ２ ５ の 上
面 に 放 出 さ れ る と き 、 該 遊 技 球 Ｂ は 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 当 っ て そ の 落 下 経 路 が 変 更 さ れ 、
特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 さ れ 易 く な る （ 球 誘 導 確 率 が 高 い ） 。 こ れ に 対 し て 、 図 ９ に 示 さ れ
る よ う に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ か ら 離 隔 し た 状 態 で 遊 技 球 Ｂ が 放 出 さ れ る と
、 該 遊 技 球 Ｂ は 、 一 般 入 賞 口 １ ２ に 誘 導 さ れ 易 く な る （ 球 誘 導 確 率 が 低 い ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る 球 振 分 装 置 Ａ で は 、 セ ン タ ー 入 賞 装 置 Ｆ に 入 っ た 遊 技 球
Ｂ が 、 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b に お け る い ず れ の 球 収 容 領 域 Ｒ ab～ Ｒ fa， Ｒ gh～ Ｒ jgに 収 容 さ れ
て 搬 送 さ れ る と き だ け で な く 、 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b か ら 放 出 さ れ た 後 に お い て も 遊 技 者 に 異
な る 期 待 感 を 持 た せ る こ と が で き る た め 、 遊 技 に 対 す る 興 趣 が 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 例 の 球 振 分 装 置 Ａ を 構 成 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b の 回 転 、 及 び 第 ２
回 転 体 Ｋ ｂ の ス ラ イ ド は 、 い ず れ も 制 御 モ ー タ ３ ７ a,３ ７ b,４ １ に よ っ て 行 わ れ て い る 。
こ の た め 、 各 制 御 モ ー タ ３ ７ a,３ ７ b,４ １ の 作 動 を 制 御 す る こ と に よ り 、 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ
b の 回 転 周 期 と 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の ス ラ イ ド 周 期 と を 同 期 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 同 期 に つ い て 、 簡 単 に 説 明 す る 。 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 回 転 運 動 と 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 往 復 ス
ラ イ ド 運 動 と が 同 期 （ 両 運 動 が 一 定 の 規 則 を 有 し て い る こ と ） す る 場 合 に は 、 第 １ 回 転 体
Ｋ ａ の 周 方 向 に 沿 っ て ど の 球 収 容 領 域 Ｒ ab～ Ｒ faに 遊 技 球 Ｂ が 誘 導 さ れ て 収 容 さ れ る か に
よ っ て 、 特 定 入 賞 口 １ １ に 対 す る 球 誘 導 確 率 が 大 き く 変 化 す る 。 図 １ ０ は 、 第 １ 及 び 第 ２
の 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b の 球 放 出 部 の 間 隔 Ｗ 1 ,Ｗ 2  の 変 化 を 示 す 図 で あ る 。 右 側 の 曲 線 は 、 連
続 回 転 運 動 を 行 う 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 周 方 向 に 沿 っ た 特 定 の 位 置 （ Ｄ a 1 ） の 時 間 に 対 す る 横
方 向 の 位 置 の 変 化 を 示 し 、 左 側 の 曲 線 は 、 連 続 回 転 運 動 を し な が ら 往 復 ス ラ イ ド 運 動 を 行
う 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 球 放 出 部 Ｄ ｂ （ 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 周 方 向 に お け る 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ と の
間 の 間 隔 が 最 も 短 く て 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ と 対 向 す る 部 分 ） の 時 間 に 対 す る 横 方 向 の 位 置 を
示 す 。 図 １ ０ に 示 す 例 は 、 「 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ が １ 回 転 す る 時 間 （ ｔ ａ ） 」 と 「 第 ２ 回 転 体
Ｋ ｂ が １ 往 復 ス ラ イ ド す る 時 間 （ ｔ ｂ ） 」 と が 等 し い と い う 同 期 の 典 型 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 周 方 向 の 特 定 位 置 （ Ｄ a 1 ） は 、 自 身 が 球 放 出 部 に 達 し た 状 態 で 、 第 ２
回 転 体 Ｋ ｂ の 球 放 出 部 と の 間 隔 が 最 も 小 さ く な っ て （ 間 隔 Ｗ 1  ） 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の １ 回
転 毎 （ １ 周 期 毎 ） に 、 上 記 し た 状 態 が 到 来 す る 。 よ っ て 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 球 放 出 部 か ら
放 出 さ れ る 途 中 の 遊 技 球 Ｂ は 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 周 面 に 当 た る こ と に よ っ て 、 特 定 入 賞 口
１ １ に 最 も 入 賞 し 易 い よ う に 誘 導 さ れ る （ 特 定 入 賞 口 １ １ に 対 す る 球 誘 導 確 率 が 最 も 高 く
な る ） 。 こ の よ う に 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 周 方 向 の 特 定 位 置 （ Ｄ a 1 ） は 、 特 定 入 賞 口 １ １ に
対 す る 球 誘 導 確 率 が 最 も 高 い 状 態 が １ 回 転 毎 に 到 来 す る の で 、 特 定 位 置 （ Ｄ a 1 ） が 含 ま れ
る 球 収 容 領 域 Ｒ ab～ Ｒ faに 遊 技 球 Ｂ が 収 容 さ れ る こ と は 、 遊 技 者 に 利 益 な 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 周 方 向 の 特 定 位 置 （ Ｄ a 1 ） に 対 し て 回 転 方 向 に 沿 っ て ９ ０ ° だ
け 位 相 が 遅 れ た 特 定 位 置 （ Ｄ a 2 ） の 時 間 に 対 す る 横 方 向 の 位 置 は 、 図 １ ０ で 一 点 鎖 線 で 示
さ れ て い る 。 図 １ ０ か ら 明 白 な よ う に 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 周 方 向 の 特 定 位 置 （ Ｄ a 2 ） は 、
自 身 が 球 放 出 部 に 達 し た 状 態 で は 、 対 向 す る 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 球 放 出 部 と の 間 隔 （ Ｗ 2 )は
、 前 記 間 隔 （ Ｗ 1 )よ り も 遥 か に 広 く な る 。 こ の こ と は 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 前 記 特 定 位 置 （
Ｄ a 2 ） か ら 放 出 さ れ る 遊 技 球 Ｂ は 、 放 出 後 に お い て 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 周 面 に 当 た っ て 所 定
の 方 向 に 誘 導 さ れ る こ と は あ る が 、 特 定 入 賞 口 １ １ に 対 す る 球 誘 導 確 率 は 、 特 定 位 置 （ Ｄ
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a 1 ） の 場 合 よ り も 低 い こ と を 意 味 し 、 一 般 的 に は 特 定 位 置 （ Ｄ a 1 ） か ら 周 方 向 に 沿 っ て 離
れ る に 従 っ て 、 特 定 入 賞 口 １ １ に 対 す る 球 誘 導 確 率 が 低 く な る 。 上 記 同 期 運 動 に よ っ て 、
第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 周 方 向 に 沿 っ て 複 数 に 分 割 さ れ た 各 球 収 容 領 域 Ｒ ab～ Ｒ faに 収 容 さ れ た
遊 技 球 Ｂ が 球 放 出 部 に お い て 放 出 さ れ た 後 の 特 定 入 賞 口 １ １ に 対 す る 球 誘 導 確 率 は 、 そ れ
ぞ れ 異 な る 。 よ っ て 、 遊 技 者 は 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 周 方 向 の ど の 球 収 容 領 域 Ｒ ab～ Ｒ faに
遊 技 球 Ｂ が 収 容 さ れ た か に よ っ て 、 特 定 入 賞 口 １ １ に 対 す る 球 誘 導 確 率 を 予 め 把 握 し て 遊
技 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 回 転 と 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の ス ラ イ ド と が 同 期 し て い な い 場 合 で も 、 第 １
回 転 体 Ｋ ａ の 周 方 向 の 特 定 位 置 と 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 球 放 出 部 と が 最 も 狭 く な る こ と が あ
る が 、 同 期 す る 場 合 に 比 較 し て 、 最 も 狭 く な る 頻 度 が 著 し く 低 く な る 。 な お 、 上 記 同 期 に
お い て は 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 回 転 自 体 （ 具 体 的 に は 、 回 転 数 ） は 、 上 記 同 期 と は 無 関 係 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 「 同 期 」 と は 、 ２ 種 類 の 異 な る 運 動 が 一 定 の 規 則 を 有 し て 運 動 す る こ と で あ る の で 、 第
１ 回 転 体 Ｋ ａ が １ 回 転 す る 間 に 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が ２ 往 復 ス ラ イ ド し た り す る 形 態 の 同 期 も
あ り 得 る 。 そ し て 、 一 般 的 に は 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の １ 回 転 に 要 す る 時 間 と 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ
ｂ の １ 往 復 ス ラ イ ド に 要 す る 時 間 の 比 が 整 数 の 関 係 に あ れ ば 両 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b の 各 運 動 は
、 同 期 し て い る と 言 え る 。 ま た 、 正 確 に は 同 期 で は な い が 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ に 関 し て も 、
１ 回 転 に 要 す る 時 間 と 、 １ 往 復 ス ラ イ ド に 要 す る 時 間 と の 比 又 は 逆 比 が 整 数 の 関 係 に あ れ
ば 、 上 記 と 同 様 の こ と が 言 え る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 本 実 施 例 の 第 １ 及 び 第 ２ の 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b に お け る 具 体 的 な 同 期 の 形 態 に つ い
て 説 明 す る 。 最 初 に 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 回 転 周 期 と 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の ス ラ イ ド 周 期 と を 同
期 さ せ た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ
b に お け る 各 球 収 容 突 起 体 Ｔ ａ ～ Ｔ ｆ ， Ｔ ｇ ～ Ｔ ｊ が 、 対 応 す る 各 球 流 下 樋 ３ ３ a,３ ３ b 
の 近 傍 で 横 方 向 に ほ ぼ 沿 っ て 配 置 さ れ た 位 置 を 回 転 の 原 点 位 置 Ｐ a,Ｐ b と し 、 各 回 転 体 Ｋ
a,Ｋ b に お い て 、 原 点 位 置 Ｐ a,Ｐ b か ら 球 放 出 角 度 δ a,δ b だ け 回 転 し て 球 放 出 位 置 Ｐ a'
, Ｐ b'に 配 置 さ れ た と き に 、 球 収 容 領 域 Ｒ ab～ Ｒ fa， Ｒ gh～ Ｒ jgに 収 容 さ れ た 遊 技 球 Ｂ が
放 出 さ れ る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の １ 回 転 周 期 （ 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ が １ 回 転 す る の
に 要 す る 時 間 ） と 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の １ 往 復 ス ラ イ ド 周 期 （ 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が １ 往 復 す る
の に 要 す る 時 間 ） と を 同 一 と し 、 か つ 、 各 球 収 容 突 起 体 Ｔ a,Ｔ c,Ｔ e が 球 放 出 位 置 Ｐ a'に
配 置 さ れ た と き に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ を 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 最 も 接 近 さ せ る よ う に 同 期 さ せ る
形 態 で あ る 。 こ の 場 合 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ が １ 回 転 す る 間 に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ は １ 往 復 す る
と 共 に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 最 も 接 近 し た と き に 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 球 収 容
突 起 体 Ｔ ａ が 球 放 出 位 置 Ｐ a'に 配 置 さ れ る 。 そ し て 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 回 転 体
Ｋ ａ の 他 の 各 球 収 容 突 起 体 Ｔ ｂ ～ Ｔ ｆ が 球 収 容 位 置 Ｐ a'に 配 置 さ れ た と き 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ
ｂ は 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ か ら 離 隔 途 中 で あ る 。 こ の 同 期 形 態 の 場 合 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 球 収
容 領 域 Ｒ abに 収 容 さ れ た 遊 技 球 Ｂ の み が 、 特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 さ れ 易 く な り （ 球 誘 導 確
率 が 高 く な る ） 、 そ れ 以 外 の 各 球 収 容 領 域 Ｒ bc， Ｒ cd， Ｒ de， Ｒ ef， Ｒ faに 収 容 さ れ た 遊
技 球 Ｂ が 、 一 般 入 賞 口 １ ２ に 誘 導 さ れ 易 く な る （ 球 誘 導 確 率 が 低 く な る ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 別 の 同 期 形 態 は 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の （ １ ／ ３ ） 回 転 周 期 ［ 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ が （ １ ／ ３ ）
回 転 す る の に 要 す る 時 間 ］ と 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の １ 往 復 ス ラ イ ド 周 期 （ 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が
１ 往 復 す る の に 要 す る 時 間 ） と を 同 一 と し 、 か つ 、 各 球 収 容 突 起 体 Ｔ a,Ｔ c,Ｔ e が 球 放 出
位 置 Ｐ a'に 配 置 さ れ た と き に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ を 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 最 も 接 近 さ せ る よ う に
同 期 さ せ る 形 態 で あ る 。 こ の 場 合 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ が （ １ ／ ３ ） 回 転 す る 間 に 、 第 ２ 回 転
体 Ｋ ｂ は １ 往 復 す る と 共 に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 最 も 接 近 し た と き に 第 １
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回 転 体 Ｋ ａ の 各 球 収 容 突 起 体 Ｔ a,Ｔ c,Ｔ e が 球 放 出 位 置 Ｐ a'に 配 置 さ れ る 。 こ の 同 期 形 態
の 場 合 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の ３ つ の 球 収 容 領 域 Ｒ ab， Ｒ cd， Ｒ efに 収 容 さ れ た 遊 技 球 Ｂ が 、
特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 さ れ 易 く な り （ 球 誘 導 確 率 が 高 く な る ） 、 そ れ 以 外 の 各 球 収 容 領 域
Ｒ bc， Ｒ de， Ｒ faに 収 容 さ れ た 遊 技 球 Ｂ は 、 一 般 入 賞 口 １ ２ に 誘 導 さ れ 易 く な る （ 球 誘 導
確 率 が 低 く な る ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 更 に 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の （ ２ ／ ３ ） 回 転 周 期 と 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の １ 往 復 ス ラ イ ド 周 期
と を 同 一 と し 、 か つ 、 各 球 収 容 突 起 体 Ｔ a,Ｔ c,Ｔ e の い ず れ か が 球 放 出 位 置 Ｐ a'に 配 置 さ
れ た と き に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ を 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 最 も 接 近 さ せ る よ う に 同 期 さ せ て も よ い
。 こ の 同 期 形 態 の 場 合 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 各 球 収 容 領 域 Ｒ ab， Ｒ cd， Ｒ efに 収 容 さ れ た 遊
技 球 Ｂ が 、 交 互 に 特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 さ れ 易 く な る （ 球 誘 導 確 率 が 高 く な る ） 。 例 え ば
、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 最 初 の １ 回 転 時 に は 、 各 球 収 容 領 域 Ｒ ab， Ｒ efに 収 容 さ れ た 遊 技 球 Ｂ
が 特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 さ れ 易 く な り 、 次 の １ 回 転 時 に は 、 各 球 収 容 領 域 Ｒ cd， Ｒ abに 収
容 さ れ た 遊 技 球 Ｂ が 特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 さ れ 易 く な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 回 転 周 期 と ス ラ イ ド 周 期 と を 同 期 さ せ た 場 合 に つ い て 説 明 す る
。 こ の と き 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 回 転 自 体 は 無 関 係 で あ る 。 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の い ず れ か の 球
収 容 領 域 Ｒ gh～ Ｒ jgに 収 容 さ れ た 遊 技 球 Ｂ が 、 特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 さ れ 易 く な る た め に
は 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 最 も 接 近 し た と き に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 各 球 収 容
突 起 体 Ｔ ｇ ～ Ｔ ｊ が 、 球 放 出 位 置 Ｐ b'に 配 置 さ れ て い る 必 要 が あ る 。 例 え ば 、 図 ８ に 示 さ
れ る よ う に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の １ 回 転 周 期 と 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の １ 往 復 周 期 と を 同 一 と し 、
か つ 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 最 も 接 近 し た 状 態 で 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 球 収 容 突
起 体 Ｔ ｇ が 球 放 出 位 置 Ｐ b'に 配 置 さ れ る よ う に 同 期 さ せ た 場 合 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 球 収 容
領 域 Ｒ ghに 収 容 さ れ た 遊 技 球 Ｂ の み が 、 特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 さ れ 易 く な る （ 球 誘 導 確 率
が 高 く な る ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の （ １ ／ ２ ） 回 転 周 期 と 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の １ 往 復 周 期 と を 同 一 と
し 、 か つ 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 最 も 接 近 し た 状 態 で 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 各 球
収 容 突 起 体 Ｔ g,Ｔ i が 球 放 出 位 置 Ｐ b'に 配 置 さ れ る よ う に 同 期 さ せ た 場 合 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ
ｂ の 各 球 収 容 領 域 Ｒ gh， Ｒ ijに 収 容 さ れ た 遊 技 球 Ｂ が 、 特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 さ れ 易 く な
る （ 球 誘 導 確 率 が 高 く な る ） 。 更 に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の （ １ ／ ４ ） 回 転 周 期 と 第 ２ 回 転 体
Ｋ ｂ の １ 往 復 周 期 と を 同 一 と し 、 か つ 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 最 も 接 近 し た
状 態 で 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 全 て の 球 収 容 突 起 体 Ｔ ｇ ～ Ｔ ｉ が 球 放 出 位 置 Ｐ b'に 配 置 さ れ る よ
う に 同 期 さ せ た 場 合 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 全 て の 球 収 容 領 域 Ｒ gh～ Ｒ jgに 収 容 さ れ た 遊 技 球
Ｂ が 、 特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 さ れ 易 く な る （ 球 誘 導 確 率 が 高 く な る ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て 、 図 １ １ に 示 さ れ る よ う に 、 上 記 し た 各 同 期 形 態 に お い て 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が 第
１ 回 転 体 Ｋ ａ に 最 も 接 近 し た 状 態 で 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 各 球 収 容 突 起 体 Ｔ ｇ ～ Ｔ ｉ が 球 放 出
位 置 Ｐ b'か ら 、 一 定 角 度 だ け ず れ た 位 置 Ｐ b"に 配 置 さ れ る よ う に 同 期 さ せ る こ と も 想 定 さ
れ る 。 こ の 同 期 形 態 の 場 合 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 最 も 接 近 し た 状 態 で 遊 技
球 Ｂ が 放 出 さ れ る こ と は 極 め て 少 な く な り 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の い ず れ か の 球 収 容 領 域 Ｒ gh
～ Ｒ jgに 収 容 さ れ た 遊 技 球 Ｂ が 、 特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 さ れ る 確 率 は 極 め て 低 く な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 例 の 球 振 分 装 置 Ａ の 場 合 、 第 １ 及 び 第 ２ の 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b を 構 成 す る 各 下 側 円
板 体 ２ ８ a,２ ８ b の 高 さ Ｈ a,Ｈ b と 傾 斜 角 度 θ a,θ b が 異 な っ て い る 。 こ の た め 、 近 接 状
態 に 配 置 さ れ た 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b の 球 収 容 領 域 Ｒ ab～ Ｒ fa， Ｒ gh～ Ｒ jgか ら 、 ほ ぼ 同 時 に
遊 技 球 Ｂ が 放 出 さ れ た 場 合 で あ っ て も 、 ２ つ の 遊 技 球 Ｂ が 落 下 す る タ イ ミ ン グ に ず れ が 生
じ 、 球 噛 み を 生 ず る お そ れ が 少 な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 実 施 例 の 球 振 分 装 置 Ａ で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b に お け る い ず れ か の 各
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球 収 容 領 域 Ｒ ab～ Ｒ fa， Ｒ gh～ Ｒ jgに 収 容 さ れ て 搬 送 さ れ た 遊 技 球 Ｂ が 放 出 さ れ る と き 、
各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b ど う し の 相 対 距 離 に よ っ て 遊 技 球 Ｂ が 特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 さ れ る 球 誘
導 確 率 を 異 な ら し め て い る 。 換 言 す れ ば 、 一 対 の 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b が 遊 技 球 Ｂ を 搬 送 す る 機
能 と 、 該 遊 技 球 Ｂ を 特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 す る 機 能 と の 両 方 を 兼 用 し た 構 成 で あ る 。 そ し
て 、 本 明 細 書 に 記 載 し た 実 施 例 の 球 振 分 装 置 Ａ で は 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の み が 往 復 ス ラ イ ド
運 動 を 行 う こ と に よ り 、 各 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b を 相 対 的 に 接 近 ・ 離 隔 さ せ る 構 成 で あ る 。 こ れ
に よ り 、 構 成 が 簡 単 に な る と い う 利 点 が あ る 。 し か し 、 上 記 と 逆 の 構 成 （ 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ
の み が 往 復 ス ラ イ ド 運 動 を 行 う ） 、 或 い は 、 両 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b を 相 対 的 に 接 近 ・ 離 隔 さ せ
る 構 成 と し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 例 の 球 搬 送 部 材 は 、 い ず れ も 円 板 状 の 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b で あ る 。 し か し 、 こ れ 以 外
の 構 成 の も の 、 例 え ば 、 ベ ル ト コ ン ベ ア 状 の 球 搬 送 部 材 の よ う に 、 球 搬 送 部 材 自 体 が 回 転
し な い も の で 、 少 な く と も 一 方 が 相 対 的 に 接 近 ・ 離 隔 す る 構 成 で あ っ て も 構 わ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る セ ン タ ー 入 賞 装 置 Ｆ を 備 え た 第 ２ 種 パ チ ン コ 機 の 遊 技 盤 １ の 部 分 の
正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｘ － Ｘ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 球 振 分 装 置 Ａ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 じ く 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｙ － Ｙ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 球 収 容 領 域 Ｒ abか ら 放 出 さ れ た 遊 技 球 Ｂ が 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ に
当 た っ て 特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 さ れ る 状 態 の 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ の 球 収 容 領 域 Ｒ bcか ら 放 出 さ れ た 遊 技 球 Ｂ が 、 一 般 入 賞 口 １ ２ に
誘 導 さ れ る 状 態 の 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 最 も 接 近 し た 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 球 収 容 領 域 Ｒ ghか ら 放 出 さ れ た
遊 技 球 Ｂ が 、 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 当 た っ て 特 定 入 賞 口 １ １ に 誘 導 さ れ る 状 態 の 作 用 説 明 図 で
あ る 。
【 図 ９ 】 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ か ら 最 も 離 隔 し た 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 球 収 容 領 域 Ｒ ijか ら 放 出 さ れ
た 遊 技 球 Ｂ が 、 一 般 入 賞 口 １ ２ に 誘 導 さ れ る 状 態 の 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 一 対 の 回 転 体 Ｋ a,Ｋ b の 球 放 出 部 の 間 隔 Ｗ 1 ,Ｗ 2  の 変 化 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ が 第 １ 回 転 体 Ｋ ａ に 最 も 接 近 し た と き に 、 第 ２ 回 転 体 Ｋ ｂ の 球
収 容 領 域 Ｒ ghに 収 容 さ れ た 遊 技 球 Ｂ が 放 出 さ れ な い 状 態 の 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 　 　 　 　 　 　 Ａ ： 球 振 分 装 置
　 　 　 　 　 　 　 Ｂ ： 遊 技 球
　 　 　 　 　 　 　 Ｆ ： セ ン タ ー 入 賞 装 置 （ 入 賞 装 置 ）
　 　 　 　 Ｗ 1 ,Ｗ 2  ： 間 隔 （ 相 対 距 離 ）
　 　 　 　 　 　 　 ５ ： 球 入 口
　 　 　 　 　 　 １ １ ： 特 定 入 賞 口 （ 特 定 球 通 過 領 域 ）
　 　 　 　 　 　 １ ２ ： 一 般 入 賞 口 （ 一 般 球 通 過 領 域 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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